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愛難生協病院は、� 1舗 伴4月、旧診撮所会新築移

転する形で、松山市来住町に*ーブンしました。当

時、病院周辺は田んぼが広がる地壊で、農家が主体、

所々に新しい住宅急鳴ちはじめた場所でした。開院

時は内科・外斜のみで出発しました。

地鳩住民にとっては� fいつ・でも、どこでも、誰守

、、安心して医療が受けられる� jという病院を要求

する声ゑ噴く、夜間・休日や教急医療に積極的tこか

かわる必要があることから、� 1袋路年9月に� f救急告

示Jf:行い、その実績から同年11月には松山市の� 

f枇色絵番制病院� jに編入されることになりました。

開院2年畿のH臨海6月に小児務会開設、有田院

長の専門分野兎也ぜんそくや食物アレル~ーなどのア

レル:'f--疾患であったため、県内だけでなく県外か


らも患者が3医院する状況でした。
 

1鰍年9月に整形外科を開設、� 199停刊に 執急 


用として20~僚の増床が認められました。努慣者の健

康を守る活動にもカf:注ぎ、労災・車食業婦、振動病

やじん蹄の治療にもカを入れました。� 

m伴から新卒医鯖の初期臨床獅修が義務{tされ、

基幹遭臨床績修靖践の指定をうけ日本で一番小さな

臨床研修積院となり、組合員とといこ地域まるごと

語参れる医師養成を行っています。

笈粉益事には精神轄を常設、却11年� 1月から� f総務

低額診援事業」を開始し、現在では松山市内でとら

にとりくんでいる靖生会老後山揚院と定期患競~~ち、

情報共有をしながらすすめています。� 

2013年4月に新館を設立し、韓神科デイクア、メ

デイカルフィットふス、院内保育所、病児病後児保

育、ショ}トステイを開始しました。現症は、急性

期一般病棟.44床・地域包括ケア病様44~誌の運用を

行っています。� 

| 開帽しい摘院づくD I 

却17年度には� f龍知症に優しい病院づくりJをめ

ざし、にじいろ1iフェ{認知症カフェ)をたちあげ

ました。寵知症の方やど家旗の方、地域であまり話

をする機会のない方などが、月に一度?すが院内� 1

階のコミュニテイカフェに集まっています。組合員

手づくりのおいしいお菓子と飲み物で、昭和の歎謡

曲を敏い、嵐の活性化体操などで、ゆったりとした

時聞をすごしてららっています。

精神科では、もの忘れ外来をスタ』トしました。

認知症サボ}ター義旗揚車座には'隊員190.人が多加、

認知症対応にも積極的にとりくんでいます。

[ 組合員と@勘畑@とりくみ� l 
医療生協の靖院として、共同組織の方がたとの共

同をすすゆるために、支部と部署でのマッチング惑と

すすめています。まだまだ弱い部分もありますが、

組合員の方がたの元気ある活動に引っ張ってもらい

ながら、にじいろカフよ広、銭湯をフよ広スタや生協農聞

の庇穫祭、ときめき健康チャレンジ、キッズチャレ

ンジなどにともにとりくみ、地雄包括タアをめざし

前進できるようカを入れています。

当院は、地誠組合員が出資・運営・利用する病院

です。組合員・地域住民とともに� f健康・安心・協

同のまちづくりJf:すすゆる視点から、医療・福祉

活動をすすめ、無差別・平等の医療を追求し、ノー

マライゼーションを実現できる地論社会づくりをの

ざしていきます。

{愛媛生協婦院事務長大西穂美子}

~.療の今争捕暢医師


